
̶̶ これからの日本も大丈夫だ、だから自分達に任せて
欲しい！ というメッセージをフリップに書いてみなさんにお
伝えください。これからの自民党を担うお二人に改めて決意
をお願いします。
 

鬼木 「意志ある楽観」とお伝えしたいです。ちょうどコロナ
で国が大変だったピンチの時に、「悲観は気分である。楽観
は意志である。」というフランスの哲学者アランの言葉を見
つけました。もうダメだと悲観的になるのは一時的な気分で
す。だけど、楽観っていうのは意志を前向きに持つというこ
とで、何とかなる！良い未来が待っている！と強い意志を持っ
て切り拓いていくということだと思います。いま多くの人が日
本の未来に自信を失っています。GDPがドイツに抜かれて4
位になったといって、もうダメだとなっている。でもその悲観
は気分です。強い意志を持って楽観へ転じましょう。これだ
け円安になってもまだ世界４位って、ほんとは凄いことなん
です。世界に目を転じれば、日本は大国です。私は世界中
のいろんな小さな島国とか行きますけど凄く日本はリスペク
トされています。もっと自信を持っていいと思います。たしか
に今の日本は困難の中にいます。人口は減る、借金は多
いっていう中でどうやってこの国の未来を、持続可能なもの

にしていくのかというのは、悲観していては出来ません。強
い意志を持ってなんとかするのだと、いや、できるのだと信
じて、皆で励まし合って頑張って行きたいという意味を込め
てこう言う言葉にさせて頂きました。今後とも日本の将来の
為に、粉骨砕身頑張って参りますのでよろしくお願いいたし
ます。

小林 「有志竟成」「志ある者、事、遂に成る」という後漢書
にある言葉ですが、政治家にとって必要なものはビジョンと
意志だと思います。意志という意味でいうと私は常に、とに
かく前を向く、前向きに物事を考えるということを意識するよ
うにしています。出来ないことを並び立てるのではなく、どう
やったら乗り越えられるのかという事を、政治家は考えなけ
ればいけないと思っています。私は日本に可能性は沢山あ
ると思っています。政治家にとって必要なビジョンや意識を
鬼木さんとしっかりと共有しながら、私達が、自民党を変え
ていくというつもりで、一緒に頑張っていきます。そうした意
味でも鬼木議員は今後の自民党、日本の将来の為に絶対的
に不可欠な議員の一人ですので、皆様方には絶大なるご支
援をよろしくお願い申し上げます。
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小 学 校の時の夢は、政 治家に
なって「世界を平和にする」こと

高校から続けるラグビー。その熱
意 でW杯 を地 元・福 岡 に 誘 致

銀行員として地域の現場で生き
た 経 済 や 地 域 の 実 情を学 ぶ

30歳で県議会議員、40歳で衆
議院議員となり実績を重ねる
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去る2月18日、エルガーラホールにて「おにき誠早春のつどい」を開催しました。ゲストに鬼木誠と同期で前経済安全保障大臣の
小林鷹之議員をお招きし対談しました。本号では対談の様子を要約して皆様にお伝えします。

̶̶ 小林議員より皆様にご挨拶をお願いいたします
小林 皆様、本日は大好きな鬼木議員の「早春のつどい」
にお招き有難うございます。同期の一人として鬼木さんの
国会での姿、横顔を、少しでもご紹介できればと思います。
どうぞよろしくお願いします。 
̶̶ お二人はなぜ政治家になろうと思われたのですか
鬼木 私は小学生（城南区・田島小学校）の時に「政治
家になって世界を平和にしたい！平和な国を作りたい！」と
思ったことがきっかけです。 

小林 私は財務省で十年近く働きましたが、最後の三年間
はワシントンの日本大使館で外交官として働きました。
2009年の政権交代をワシントンから見ていたのですが、
当時の鳩山総理が、普天間基地問題について「最低でも
県外」と言って、アメリカとの関係がガタガタっと崩れて
いくのを肌で感じるという体験をしました。そこで危機感
を抱いて、当時総裁になったばかりの谷垣総裁に、自分
で手紙を送り、党本部に谷垣総裁を訪ね、自民党から国
政に挑戦したいと言ったのがきっかけです。
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保障大臣を歴任。現在は、衆議院憲法審査会幹事、衆議院経済産業
委員会理事、党知的財産戦略調査会会長、党日・グローバルサウス連
携本部座長、党経済安全保障推進本部幹事長として活躍。
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1972年福岡市生まれ。田島小学校（城南区）、当仁中学校（中央区）、ラ・
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院議員（福岡2区）に初当選し、以後4回当選。環境大臣政務官、防衛
副大臣、衆議院安全保障委員長、党税制調査会幹事、党国防部会長
を歴任。党厚生労働・財務金融各部会長代理としても活躍。2023年
12月防衛副大臣兼内閣府副大臣に再任され、現在にいたる。
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政治家として成し遂げたいこと

̶̶ 政治家としてお互いをどのように評価されますか

鬼木 昨年末に、民間のシンクタンクが主催する有事シミュ
レーションがありました。有事が起きた時に政府はどう動
くかというのを、役割を決めてシミュレーションするという
ものです。プレイヤーとして有識者や官僚もいる中で、小
林議員が内閣総理大臣役、私が内閣官房長官役を務めま
した。その時の彼の総理大臣役というのは素晴らしく、「こ
の人はすごいなぁ」というのを感じました。

小林 有事においては、国民に対していかにタイムリーに
メッセージを発していくかということが極めて重要でした。
その時に、鬼木官房長官が頻繁に記者会見を開き自分の
言葉で本質を突いた、分かりやすいメッセージを国民に発
信していて、これは本当に素晴らしい能力だなと感じまし
た。国会における鬼木議員は、将来必ずど真ん中で国を
背負う、そういう役割を担う議員です。党本部での会議で
も、自分が正しいと思うことは堂々と発言されます。鬼が
云うと書いて「魂」という字になりますが、言葉に魂がある。
「千万人と雖も我往かん」という孟子の言葉を地で行くよう
な政治家です。だからこそ、人の信頼を得られるのだろう
なと思って見ています。

 ̶̶ 政治家として成し遂げたいことは何ですか
小林 一言でいうと私は「日本を、世界をリードする国にす

る」このことだけを考えてやっています。

鬼木 「日本に自信と誇りを取り戻したい」と思っています。
戦後、日本はダメだって言われ続けて、みんなが自信を失っ
ています。私は日本に自信と誇りを取り戻したいと思って
います。

党の不祥事にどう向き合う！？

̶̶ 昨年末から続く党の不祥事についてどう思いますか

鬼木 自民党の裏金の問題ですが、ルールがあるのにルー
ルを守らなかった人がいたというのが問題の本質の一点
だと思います。収支報告の記載というルールはあるけど
ルールを守らないで非課税のお金を手にした人がいた、と
いうのが一つです。もう一点は、不祥事があったのに処分
をされないというのが問題だと思います。そこをどうする
のかという議論がこれからしっかりされなければならない
と思います。

小林 まず、所属する自民党が多くの国民の皆さまにご心
配をおかけしているということにつきましては、私も所属す
る国会議員の一人ですので、お詫びを申し上げます。法
律を作っている政治家が守らないのは良くない。昨今、内
閣支持率がどんどん落ちていきます。支持率が下がると打
ちたい政策があっても、国民との関係が気になって、なか
なかできなくなる。今、国内外に課題が山積しています。

政策の自由度が今失われつつあるというのは非常に強い
危機感を持っています。 
 
̶̶ 自民党の信頼を回復するにあたって今後どうするこ
とが必要と思いますか。

小林 国民の皆様に対して説明責任をしっかり果たさない
と、自民党は前に進むことができないと思います。政治家
が法律を順守するというのは大前提です。その上で、自民
党の信頼回復の為に二つあると私が思うのは、一つは、ど
のような時であっても必要な政策を愚直に進めていくこと。
経済、安全保障、憲法改正など、やるべきことはしっかりと
進めていくことがまず必要です。もう一つは、党を活性化
していかなければなりません。私と鬼木議員は約50歳。も
う中堅です。私たちが、もっと前面に出て党を主体的に作っ
ていかなければならないと思います。鬼木さんと力を合わ
せて、自民党を少しでも活性化できるように頑張っていけ
ればと思います。

鬼木 「政治家は税からも処分からも逃れられるのか？！」と
いう国民の怒りはもっともな話です。自民党の若手の中で
も処分を求める声は大きくなっています。パーティー自体
が悪いというように論点は拡散していますが、秘書を雇う
にも事務所を運営するのにもお金かかる、それに対して
パーティーというものをやっていますと言うのを、正直に伝
えることが必要です。その説明がないと、政治に対して国
民の不信感が拡がっていくばかりです。政策についても同

様です。税や社会保障が重くなって国民生活が苦しくなっ
ています。一つ一つの政策について、「これだけの負担が
あるけれどこれだけの受益があるよ」とメリット・デメリット
を両方伝える。そうした正直なコミュニケーションというの
をしていく必要があると思っています。今日は対談形式に
することで、そういう点も深められるかなと思って初めて試
みました。
 
経済安全保障を共にやり遂げる

̶̶ 小林議員は、経済安全保障大臣を経験されましたが、
なぜ「経済安全保障」がいま大事なのか、お話いただけま
すか

小林 昨今、経済と安全保障が融合する領域が増えてきて
いています。少し前、マスクやレアアースが調達できない
ようなことがありました。最近では半導体、デジタル化の
流れがある中で半導体を全て外国に頼るような国では良く
ありません。こういう供給網の話と、もう一つは、サイバー
セキュリティです。エネルギー、金融、物流、情報通信、医療、
こうした機械インフラのサイバーセキュリティをしっかり強
化しないと、国民の命は守れない。安全保障について、防
衛も外交も必要。でもそれだけではダメで、経済からもしっ
かりアプローチしなければいけないというのがこの経済安
全保障のコンセプトです。鬼木さんと私はそういった問題
意識を心底共有できていると思っていますので、これから
も連携して、力を合わせてやっていきたいなと思います。
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